
先
生
僕
も
手
伝
う
よ
 

先
生
私
も
手
伝
う
よ
 

み
ん
な
で
お
部
屋
の
飾
り
つ
け
 

き
れ
い
な
ッ
リ
ー
も
で
き
ま
し
た

ピ
カ
ピ
カ
電
気
が
美
し
い
 

外
は
し
ん
し
ん
雪
が
降
り
 

あ
た
り
は
一
面
銀
世
界
 

仲
よ
く
歌
お
う
ジ
ソ
グ
ル
ベ
ル
を

こ
ん
ど
は
お
遊
ぎ
は
じ
ま
る
よ

小
さ
い
お
手
々
の
拍
手
が
湧
い
て

あ
の
子
も
こ
の
子
も
楽
し
そ
う

心
の
中
に
は
サ
ン
タ
の
お
じ
さ
ん

今
日
は
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
 

（青森県） 

だ
一盲
一
一
け
 

議
一
乙

こ
覆
，】
 

一
一
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ニ
年
青

森
国

体
 

麟
『
 

中
央

競
技
団
体

か
視

察
 

の
テ
ー
マ
は
県
が
公
募
の
結
果
 

「
あ
す
な
ろ
国
体
」
、
ス
ロ
ー
 

ガ
ン
は
 
「
心
ゆた
か
に
力
た
く

ま
し
く
」
に
 
決
ま
っ
て
 
いま

す
。
 

市

政
ダ

イ
ヤ
ル
 

そ
の
H
の
 

行
事
や
予
定
は
 

で
ん
わ
⑤
4
3
2
1
 

I 五 

下
 
水
 
道
 
と
 
は
 

く
ら
し
と
下
水
道
 

（
そ
の
2
)
 

違
い
済
あ
り
ま
す
o
 

流
で
こ
の
き
た
な
い
水
を

き
れ
い
な
水
に
物
理
的
、
 

化
学
的
処
理
を
し
て
放
流

し
て
や
る
施
設
で
す
。
 

、・・、、い’・ヘ・’ ’・ー、・“‘ノ’・ ・ 与ノ’・ ・ ・ 一ー ・ ．・ ・ ー・ ‘，・ ・J・ ．・ ・ーー．・・ノ・，．・，ノ、．・ ‘一．，・ ．ノ・ ．.,・  ’ 

現在
市

で計

画し
て
い 

る下水道

は、

雨

が降っ 

たら
す

みや

かに

河川へ 

流

れて行く施

設や生活 

で

生じ

る家庭の汚水

を 

道路

の下に

埋め

た下水 

管

に流し

込

み、 

一番
下 

一

般に

下水

といい

ま 

す

と家の前

の瀧

や、

U 

字側溝、

ド
ブ

のこ

とを
ド 

目に

浮べ

ます

が、

下水， 

溝

と下水

道
と

は大きな 

i貫，奮事篇長喜庫柔竺証茎誉手ジ胃素う 

各、電て、ユ I 三ぷ,. 

(,,G園 各管蕊r 6K ’ー一十 	に工’""“二” 

7
レ
 

大
切
に
保
存
し
ま
し
よ
う
 

‘
三

●
三
「
●
三
●
三
「

●
二

一
‘
一
三
I

三
●
一
三

●
三
‘
三
」
‘
三
‘
「
二
‘
三
‘
三

」
●
三
●
」
三
●
三
●
三
「
●
三
●
」
三

，
三
‘
一
三
‘
三

，
「
三

，
三
，
」
 

① （昭和33年9月10日第3種郵便物認可） 

終
戦
の
翌
昭
和
二
十
一
年
、
 

京
都
府
な
ど
で
第

一
回
大
会
が

行
な
わ
れ
た
国
体
は
、
こ
と
し

贈
千
葉
犬
会
で
第
二
十
八
回
、
 

そ
し
て
第
三
十
二
回
大
会
は
、
 

い
よ
い
よ
青
森
県
内
で
冬
季
、
 

夏
季
、
秋
季
の
完
全
国
体
が
行

な
わ
れ
る
こ
と
に
内
定
し
て
い

ま
す
。
 

市
内
で
は
、
柔
道
と
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
競
技
が
行
な
わ
れ
る
予

定
で
す
。
 

市
で
は
こ
と
し
四
月
に
、
岩

館
忠
雄
助
役
を
局
長
に
国
体
準

‘
 
 

備
事
務
局

を
設
置
し

諸
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
が
、
競
技
施

設
、
練
習
施
設
、
宿
泊
施
設
、
 

交
通
機
関
な
ど
を
事
前
調
査
す

る
中
央
競
技
団
体
の
現
地
視
察

が
、
十
一
月
二
十
八
日
に
日
本

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
専
務
理
事

の
向
山
文
人
氏
、
三
十
日
に
は

日
本
柔
道
連
盟
常
任
理
事
の
小

谷
澄
之
氏
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
正
規
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
来
年
七
月
正
式
決

定
の
参
考
に
さ
れ
る
も
の
で
す

が
、

両
日

と
も
、
 
 
佐
々
木
市

長
、
岩
館

助
役
、
小

山
市
教
育

長
、
増
田

市
体
協
会

長
ら
が
、
 

市
長
公
室

で
種
々
説

明
し
な
が

ら
指
導
助

言
を
受
け

た
り
、
競

技
施
設
を

宏
（
か］
しま

し
た
。
 

な
お
、
 

青
森
国
体
 

視察団に説明する佐々木市長 



市
本
庁
、
各

支
所
、
市
民
文

化
会
館
、
中
央

公
民
館
（
図
書

館
）
、
三
道
会

館
、
国
連
青
少

年
の
家
、
老
人

憩
の
家
は
十
一
一

月
二
十
九
日

ー
 

一
月
三
日
ま
で

休
み
ま
す
。
 

た
だ
し
、
本

庁
窓
ロ
サ
ー
ビ

ス
課
、
 
税

務

課
、
水
道
課
、
 

（
水
道
の
故
障

は
い
つ
で
も
よ

い
）
、
会
計
課
 

（
現
金
支
払
い

業
務
は
除
く
）
 

は
十
二
月
二
十
九
日
の
午
前
と

三
十
一
日
の
午
前
ま
で
窓
口
業

務
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

西
北
中
央
病
院

（
敷
島
分
院

と
も
）
 

▽
十
二
月
二
十
八
日
 
午
後

休
み
▽
十
二
月
二
十
九
日
ー

一

月
三
日
 
全
休
▽
一
月
四
日

午
後
休
み
 

ゴ
ミ
の
収
集
は
 

年
末
は
二
十
九
日
ま
で
平
常

ど
お
り
収
集

に
 
あ
た
り
ま
す

が
、
十
二
月
三
十
日

ー

一
月
1
1
1
 

日
ま
で
は
休
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
 一
月
四
日
か
ら
平
常
ど

お
り
収
集
に
あ
た
り
ま
す
。
 

女子従業員の避難訓練 

生活環境 

バトロール木部 
住みよし、 

環境づくりに 

戸か (5)1414 

五
所
川
原
地
 

②競
 

鷲
灘
鷺
 

麟
鷺
舞
 

ル
の
火
災
を
予
防
し
、
人
命
救
 

助
対
策
に
万
全
を
期
す
る
目
的
 

鱗
難
 

乾
橋
を
吹
き
抜
け
た
雪
が
舞

う
川
原
で
カ
ラ
ス
が
群
を
つ
く

り
、
え
さ
を
あ
さ
っ
て
い
る
姿

を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
普
通
カ
ラ
ス
と
呼
ば
れ
て

い
る
鳥
に
は
、
ク
チ
バ
シ
が
太

く
高
い
木
の
梢
で
カ
ア
ー
、
カ

ア
ー
と
鳴
く

「
ハ
ン
ブ
ト

「
）
 
 

で
「
鶴
又
ビ
ル
」
 「
藤
吉
郎
」
 

「中
三
デ
パ
ー
ト
」
 
「
丸
声
デ

パ
ー
ト
」
の
四
個
所
を
対
象
に

お
こ
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

六
日
お
こ
な
わ
れ
た
「
鶴
又

ビ
ル
」
で
は
、
消
防
本
部
の
斎

藤
消
防
長
の
陣
頭
指
揮
で
、
予

防
査
察
員
や
五
所
川
原
警
察
署

員
三
十
余
人
に
ビ
ル
側
の
自
衛

消
防
隊
員
も
参
加
。
火
災
報
知

器
や
屋
内
消
火
栓
が
作
動
す
る

か
、
客
や
従
業
員
の
避
難
誘
導

態
勢
、
防
火
ツ
ャ

ッ
タ
ー
の
開

閉
な
ど
十
三
項
目
に
わ
た
っ
て

実
施
、

ス
ム
ー
ズ
に
お
こ
な
わ

れ
た
訓
練
の
成
果
を
生
か
そ
う

と
誓
い
あ
い
ま
し
た
。
 

ス
」
と
電
柱
や
屋
根
な
ど
に
と

ま
り
、
グ
ワ
ー
、
グ
ワ
ー
と
に

ご
っ
た
声
で
鳴
く
ク
チ
パ
シ
の

細
い
 「
ハ
ツ
ボ
ソ
カ
ラ
ス
」
 の
 

力
ラ
 
ス
 

（
カ

ー
フス
科
）
 

二
種
類
が
あ
り
ま
す
。
 

ど
ち
ら
も
留
鳥
で
旧
本
全
国

に
 生
息
し
、
市
街
地
 
か
ら
山

野
、
河
川
、
海
岸
に
 
至
る
 
ま

で
、
そ
の
分
布
は
広
く
、
春
か
 
 

ら
夏
の
繁
殖
期
を
の
ぞ
い
て
は

群
を
つ
く
っ
て
行
動
し
、
そ
の

え
さ
も
、
雑
食
性
で
肉
類
は
鮮

腐
を
問
わ
ず
食
べ
、
日
中
は
、
 

食
物
の
残
物
拾
い
に
終
っ
て
い

ま
す
。
 

こ
の
鳥
は
、
真
冬
で
も
河
畔

で
行
水
を
す
る
習
性
を
持
っ
て

い
ま
す
。
 

五
所
川
原
付
近
で
は
、
ハ
シ

ボ
ソ
ガ
ヲ
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
，
 

→
 

一
月
六

日
、
新
 

春
か
る
た

大
会
 

新
春
か
る
た
大
会
は
一
月
六

日
午
前
十
時
か
ら
市
中
央
公
民

館
で
お
こ
な
い
ま
す
。
 

参
加
さ
れ
る
お
子
さ
ん
は
一

月
四
日
ま
で
市
中
央
公
民
館
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

'
I
ニ手
王
三
一
王昌
？
 

福
士
さ
ん
ら

に
 

感
謝
状
 

長
年
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

市
民
の
人
権
擁
護
と
人
権
思
想

の
普
及
高
揚
に
貢
献
し
た
功
績

で
市
内
で
次
の
三
人
が
十
二
月

十
日
法
務
省
人
権
擁
護
局
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
花
。
 

感
謝
状
を
贈
ら
れ
た
人
は
次
 

の
と
素
り
で
す
。
 

（
 

福
士
行
男
氏

（
市
内
旭
町
）
 

平
山
 
ス
ェ
氏
 
（
市
内
布
屋
 

町
）
 

尾
崎
正
雄
氏

（
市内
田
町
）
 

明
春
卒
業
の
 

中

学
生

諸

君
 
へ
 

※
自
衛
隊
生
徒
募
集
中
 

△
中
学
三
年
、
高
校

一
年
生
が
受
験
で
き
ま
す
。
 

〇
一
次
試
験
 

一
月
六
日

（
五所
川
原
）
〇
二
次
試
験
 

一
 

月
十
九
日
（
青
森
）
〇
入
隊
発
表
 
三
月
六
日
 

△
月
給
四
万
円
ー
五
万
円
、
ボ
ー
ナ
ス
四
・
八
月
分
を
も
ら
 

い
、
三
年
で
工
業
高
校
を
卒
業
で
き
ま
す
。
 

△
防
大
、
航
学
ま
た
は
一
般
大
学
 
に
進
む
 
こ
と
が
で
き
ま
 

す
。
 

△
夜
間
大
学
、
通
信
制
大
学
で
勉
学
で
き
ま
す
。
 

△
将
来
上
級
幹
部
と
し
て
活
躍
で
き
ま
す
。
 

△
お
申
し
込
み
は
 
市
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
課
ま
た
は
自
衛
隊
五
 

所
川
原
募
集
事
務
所
へ
 

年
末
年
始
、

市
の
窓
ロ
 

r
 

'
 



欝 
熱y“, 

麟 

‘
『ン
 

ー
 
．
 

,
!

！
 
、
 

飲
 
ん
 
だ
 
ら

乗
る
 
ナ
 

、
、ゾ
4
・
い
 舞

 
警
察
で
は
、
 

増
加
の
一
途
を

た
ど
る
交
通
事

故
死
者
を
二
割

台
に
抑
制
す
る

た
め
十
一
月
十

六
日
か
ら
十
一
一

月
三
十
一
日
ま
 

ぎ
求
 

、に
」
・
寒
 

年
金
制
度
に
加
入
し
て
い
た
た

め
加
入
で
き
な
か
っ
た
人
に
も

加
入
の
途
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

※
加
入
の
申
出
は
来
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
で
す
。
 

（
注
）
昭和
四
十
九
年
三
月
「
1
 

十
一
日
ま
で
で
す
か
ら
、
こ
れ

を
過
ぎ
れ
ば
加
入
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
 

に
加
入
 で
き
 

ま
す
 

※
か
け
金
は
四
十
五
年
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
 

五
年
年
金
を
 
も
らう
た
め
 
に

は
、
か
け
金
を
五
年
間
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
申
出

を
し
た
月
か
ら
五
年
間
納
め
る

こ
と
心
す
る
と
、
年
金
を
も
ら

え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
七
十

歳
を
す
ぎ

て
し
ま
う
人
も
あ
 

り
、
う
ま
み
が
 
な
い
 
の
で
い

ま
、
五
年
年
金
に
加
入
し
て
い

る
方
が
、
か
け
終
わ
る
昭
和
五

十
年
六
月
に
あ
わ
せ
て
い
ま
す

の
で
、
昭
和
四
十
五
年
六
月
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
ー
カ
月
に
署

九
百
円
の
か
け
金
を
納
め
る
仕

組
み
に
九
て
お

り
ま
す
。
 

（
五
年
間
分
の
保
険
料
は
、
 

五
四
、
〇
〇
〇
円
で
す
、
分
割

払
い
も
相
談
に
応
じ
ま
す
）
。
 

申
出
後
の
か
け
金
期
間
と
合
わ

せ
て
五
年
に
な
れ
ば
五
年
年
金

を
う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

（
う
け
る
年
金
は
毎
年
九
六
、
 

〇
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
）
 

み
な
さ
ん
 
のな
か
で
、

将

来
、
老
齢
福
祉
年
金
ょ
り
も
高

い
年
金
を
う
け
た
い
と
い
う
人

は
す
ぐ
市
国
民
年
金
係
で
加
入

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
十
二
月
中
に
そ
れ
ぞ
れ
の

人
に
手
紙
を
差
し
あ
げ
加
入
の

相
談
を
い
た
し
ま
す
。
）
 

で

「
交
通
死
亡
事
故
抑
止
Z
作

戦
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

み
な
さ
ん
の
尊
い
生
命
を
守

る
た
め
総
力
を
結
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
も

死
亡
事
故
に
直
結
す
る

「
酒
酔

運
転
」
 
「
無
理
な
追
越
違
反
」
 

「
無
免
許
運
転
」
 
「
歩
行
者
保

護
義
務
違
反
」
は
絶
対
し
な
い

ょ
う
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ま
た
年
末
に
入
り
、
こ
の
時

期
に

は
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
の
で
、
さ

ら
に
十
二
月
十
六
日
か
ら
十
一
一

月
三
十
日
ま
で
を
「
年
末
の
交
 
 

通
安
全
県
民
運
動
」
を
実
施
し

死
亡
事
故
の
危
険
性
が
最
も
高

い
酒
酔
運
転
追
放
の
た
め
▽
酒

酔
い
運
転
は
現
行
犯
逮
捕
す
る

▽
車
を
運
転
す
る
も
の
に
酒
類

を
提
供
し
た
り
、
す
す
め
た
も
 
 

の
も
同
罪
と
し
て
処
分
す
る
態
 

度
で
の
ぞ
み
ま
す
。
 

（
五所
川
原
警
察
署
）
 

旨
K
 ▽
主
催
、
自
治

＞
 
い
凡
 
省
、
公
明
選
挙

片
 
幻
」
 
連
盟
。
 

権
 
一
‘「
 
▽
内
容
と
課
題
 

琳
趣

』
薮
報
r
 

眉
ル
 
権
者
ま
た
は
社

会
人

と
し
て

地
方
自
治
や
国

政
へ
の
参
加
に
つ
い
て
、
自
分
 

自
身

で
経
験
 

し
、
も
し
く
は

考
え
た
り
、
感

じ
た
り
た
し
こ

と
。
 ▽
枚

数

千
六
百
字
以
内
 

（
四
百
字
詰
原

稿
用
紙
四
枚
以

内
）
 
▽
応
募

資
格
、
昭
和
一
一

十
八
年
一
月
一

日
か
ら
昭
和
一
一

十
九
年
十
二
月

三
十
一
日
ま
で

の
間
に
生
ま
れ

た
も
の
。
 

▽
締
切
期
日
、
 
 

昭
和
四
十
九
年

一
月
三
十
一
日
 

（
当
日
づ
け
の
消
印
あ
る
も
の

は
受
け
つ
け
る
）
 

▽
提
出
先
、
応
募
者
の
居
住
す

る
県
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
と

す
る
。
 

▽
入
選
決
定
、
三
月
二
十
五
日
 

（
都
道
府県
選
挙
管
理
委
員
会

を
通
じ
て
本
人
に
知
ら
せ
る
）
 

▽
賞
、
入
賞
に
は
自
治
大
臣
、
 

佳
作
に
は
連
盟
理
事
長
賞
と
副

賞
と
し
て
最
優
秀

（
一
篇
）
三

万
円
と
図
書
券
、
入
賞
は
一
万

円
と
図
書
券
、
佳
作
に
は
記
念
 

ロ
叩
 

▽
応
募
上
の
注
意
 

①
応
募
者
の
住
所
、
氏
名

（
と

も
に
フ
リ
ガ
ナ
を
付
け
る
こ
と
 

）
性
別
、
生
年
月
日
お
よ
び
職

業
を
原
稿
の
末
尾
に
明
記
す
る

こ
と
（
字
数
の
制
限
外
）
。
 

②
応
募
原
稿
は
返
却
し
な
い
。
 

⑧
入
選
作
品
は
明
る
く
正
し
い

選
挙
推
進
運
動
の
た
め
に
自
由

に
使
用
で
き
る
こ
と
。
 

④
こ
の
感
想
文
募
集
が
行
な
わ

れ
る
こ
と
を
知
っ
た
媒
体
名
（
 

新
聞
名
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
局

都
道
府
県
の
広
報
紙
名
等
）
を

記
入
す
る
こ
と
。
 

運転者に事故防止を呼びかける交通安全協会員 

(
 

お
と
し
よ
り
に

耳
よ
り
な
話
 

明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か

ら
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
ま

で
の
間

に
生
ま
れ
た
人

の
う

ち
、
国
民
年
金
が
発
足
し
為
昭

和
三
十
六
年
当
時
、
十
年
年
金

に
加
入
し
な
か
っ
た
人
で
、
昭

和
四
十
五
年
に
開
か
れ
た
五
年

年
金
に
も
加
入
し
な
か
っ
た
た

め
に
、
将
来
拠
出
制
の
老
齢
年

金
に
結
び
つ
か
な
い
人
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
今
回
の
国

民
年
金
法
の
改
正
で
、
も
う
一

度
加
入
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

，ニ
加
入
で
き
る
人
 

明
治
三
十
九
年
四
月
二
日
か

ら
明
治
四
十
四
年
四
月
一
日
ま

で
の
間
に
生
ま
れ
た
も
の
で
、
 

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
職

場
の
年
金
制
度
に
加
入
し
て
い

な
い
人
が
加
入
で
き
ま
す
。
 
 

た
だ
し
 

①
国
民
年
金
か
ら
老
齢
年
金
、
 

通
算
老
齢
年
金
を
う
け
て
い

る
人
、
ま
た
は
、
う
け
る
た

め
の
納
付
条
件
に
達
し
て
い

る
人
、
 

②
職
場
の
年
金
制
度
か
ら
老
齢
 

（
退
職
）
年
金
、
普
通
恩
給

な
ど
を
も
ら
っ
て
い
る
か
、
 

再
び

五
年
年
金
 

も
ら
う
加
入
期
間
を
満
た
し

て
い
る
人
、
 

⑧
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な

い
人
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
、
 

こ
の
特
例
に
よ
っ
て
、
昭
和
三

十
六
年
と
昭
和
四
十
五
年
に
任

意
加
入
を
希
望
し
な
か
っ
た
人

や
、
任
意
加
入
し
な
が
ら
途
中

で
加
入
を
や
め
て
し
ま
っ
た
人

は
も
ち
ろ
ん
、
当
時
、
職
場
の
 

③
 



新 年

名刺交換会 

△と き 昭和49年1月1日 

午前H時から 

△と こ ろ 市民文化会館 

△会 費 500円（お申し込みと同 

時に納入してください） 

△申し込み 12月22日まで市情報課 

又は五所川原商工会議所 

勲
受

章
者

の
 

一夏
 

叙
 

栄

誉
を

た
た
え
る
 

佐
々
木
市
長
か
ら
受
草
者
に
記
念
品
を
贈
る
 

年
賀
状
は
2
2日
ま
で
 

、
 

④
 

市
と
市
議
会
、
五
所
川
原
商
工
会
議
所
主
催
の

叙
勲
の
受
章
祝
賀
会
は
、
十
一
月
二
十
九
日
市
民

文
化
会
館
に
百
二
十
人
の
市
民
が
参
加
し
て
開
か

れ
、
受
章
者
の
栄
誉
を
た
た
え
あ
い
ま
し
た
。
 

今
回
の
叙
勲
祝
賀
会
は
、
昨
年
四
月
か
ら
こ
と

し
十

一
月
ま
で
の
間
に
、
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を

受
章
し
た
阿
部
芳
五
郎
氏
ら
六
氏
を
対
象
に
お
こ

な
っ
た
も
の
で
す
。
祝
賀
会
で
は
、
佐
々
木
市
長

が
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
あ
と
受
章
者
ひ
と

り
ひ
と
り
に
記
念
品
を
贈
り
、
村
上
五
所
川
原
商

工
会
議
所
会
頭
の
音
頭
で
乾
杯
し
ま
し
た
。
 

叙
勲
を
受
け
ら
れ
た
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
勲
五
等
双
光
旭
日
章

（
四
七
年
十
一
月
三
日

受
章
）
阿
部
芳
五
郎
氏
（
市
内
原
子
）
 

▽
勲
五
等
瑞
宝
章

（
四
八
年
十
一
月
三
日
受

章
）
菊
池
清
助
氏

（
市内
大
町
）
 

▽
勲
五
等
瑞
宝
章

（
四
七
年
四
月
二
十
九
日
受

章
）
前
田
重
太
郎
氏
（
市
内
梅
田
）
 

▽
勲
六
等
単
光
旭
日
章

（
四
八年
一
〇
月
一
日

受
章
）
工
藤
直
蔵
氏
（
市
内
浅
井
）
 

▽
勲
六
等
瑞
宝
章
（
四
八
年

十
一
月
屠

H受

章
）
秋
田
繁
昌
氏
（
市
内
野
里
）
 

▽
勤
？
六
等
瑞宝
章

（
四
八
年
 

四
月
一
一
十九
日
受
章
）
 

(
 

藤
森
浅
市
氏
（
市
内
川
山
）
 

・

水
道
認
定
」
漏
 

寒
さ
も
だ
ん
だ
ん
き
び
し
く

な
り
ま
し
た
。
市
水
道
課
で
は

毎
月
（
一
部
隔
月
）
検
針
し
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
降
雪

や
積
雪
の
た
め
検
針
が
困
難
に

な
り
ま
す
。
 

で
き
る
だ
け
検
針
を
い
た
し

ま
す
が
、
検
針
の
で
き
な
い
町

内
は
十
二
月
か
ら
水
道
の
使
用

料
は
認
定
で
告
知
し
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
認
定
で

あ
り
、
春
に
メ
ー
タ
ー
を
確
認

し
た
と
き
精
算
さ
れ
ま
す
。
認

定
す
る
使
用
量
は
、
前
三
カ
月

の
平
均
で
告
知
し
ま
す
の
で
、
 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

免
税
軽
油
申
請
一
 

昭
和
四
十
九
年
に
使
用
す
る

農
業
用
の
免
税
軽
油
の
申
請
を

次
の
要
領
で
受

け
付

け
し
ま

す
。
 

△
受
付
期
日
 
昭
和
四
十
九

年

一
月
十
六
日

ー

一
月
十
八
日

ま
で
の
三
日
間
 

△
受
付
場
所
 
市
内
柳
町
り

五
所
川
原
県
税
事
務
所
 

△
諸
用
紙
は
、
農
協
ま
た
は

石
油
販
売
店
に
あ
り
ま
す
。
 

△
免
税
証
の
郵
送
料
 
切
手

百
二
十
円
を
そ
え
、
農
協
ま
た

は
石
油
販
売
店
を
経
由
し
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
不
明
の
点
は
五
所
川
原

県
税
事
務
所
軽
油
引
取
税
係

（
 

電
話
⑤
二
五
四
九
番
）
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

／
 

」
 
一
 

一
 

保
険
料
の
割
引
．」
 

毎
月
お
払
い
込
み
に
な
っ
て

お
ら
れ
る
保
険
料
を
ボ
ー
ナ
ス
 》

ノ
 

な
ど
家
計
に
余

裕
の
あ
る
時
期

に
三
カ
月
分
以

上
前
納
さ
れ
ま

す
と
、
次
の
よ

う
な
前
納
割
引

が
あ
り
お
得
で

す
の
で
お
勧
め
 

し
ま
す
。
 

た
と
え
ば
、
保
険
料
一
万
円

の
場
合
 

▽
三
カ
月
分
で
は
、
三
万
円

の
割
引
率
三
分
三
厘
で
割
引
額

が
千
円
に
な
り
お
払
込
額
は
一
一

万
九
千
円
 

▽
一
年
分
で
は
、
十
二
万
円

の
割
引
率
八
分
三
厘
で
割
引
額

は
一
万
円
に
な
り
、
お
払
込
額

は
十
一
万
円
に
な
り
ま
す
。
 

十
ニ
月
は
郵
便
物
の
洪
水
で

す
。
年
賀
状
は
お
そ
く
と
も
一
一

十
二
日
ま
で
お
出
し
く
だ
さ
い

▽
大
量
の
郵
便
物
を
早
く
正
確

に
お
届
け
す
る
た
め
に
、
あ
て

名
と
差
出
人
の
両
方
に
ぜ
ひ
正

確
な
郵
便
番
号
を
お
書
き
く
だ

さ
い
。
 

▽
郵
便
物
の
 
流
れ
を
 
み
ま
す
 

、
  

と
、
午
前
中
に
約
一
七
％
、
午

後
は
八
三
％
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
み
あ
う
午
後
を
さ
け
、
 
 

な
る
べ
く
午
前
中
に
お
出
し
く

だ
さ
い
。
 

▽
会
社
や
お
店
に
よ
っ
て
は
、
 

一
月
三
日
ま
で
お
休
み
の
と
こ

ろ
が
あ
り
、
せ
っ
か
く
の
年
賀

状
と
の
ご
対
面
が
お
く
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
場
合

は
ご
希
望
に
よ
り
十
二
月
三
十

一
日
に
お
届
け
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
の
で
局
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
●
 （
五
所
川
原
郵便
局
）
 

郵
便
番
号
簿
は
 

」
 

一
 

五
所
川
原
郵
使
局
で
は
、
郵

便
番
号
簿
の
最
新
版
を
市
内
の

全
戸
に
 
配
付
し
て
お
り

ま
す

が
、
配
付
も
れ
に
な
っ
て
い
る

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
五
所
川

原
郵
便
局

（
電
話
④
三
二
0
一
一

番
）
 
へ
ご連
絡
く
だ
さ
い
。
す

ぐ
お
届
け
し
ま
す
。
 

おしらせ 
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